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国
際
的
緊
張
が
多
く
の
民
族
に
悲
劇
と
不
幸
を
も
た
ら
し
、
見
解
を
異
に
す
る
も
の
の
対
立
と
抗
争
が
社
会
の
混
乱
を
惹
起

す
こ
と
は
、
時
代
を
問
わ
ず
人
間
の
歴
史
に
み
ら
れ
る
事
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
己
の
立
場
の
み
を
主
張
し
て
、
相
手
の
意

見

を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
不
寛
容
性
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
先
ず
現
代
日
本
の
社
会
に
真
の
平
和
の
理

念

を
確
立
す
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
ろ
う
。

　
法
華
経

は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
わ
た
っ
て
伝
播
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
形
成
に
多
大
の
影
響
を
与
え
て
来
た
。
ル

か

も
、
法
華
経
が
こ
れ
ら
の
異
質
的
な
環
境
に
受
容
さ
れ
て
そ
の
思
想
文
化
を
発
展
せ
し
め
た
の
は
、
偏
え
に
法
華
経
の
「
開

会
」
の
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
法
華
経
が
過
去
の
歴
史
に
お
い
て
果
し
た
役
割
は
極
め
て
大
で
あ
る
が
、
今
後
も
法
華

経

を
心
の
糧
と
す
る
も
の
の
一
致
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
真
精
神
が
開
顕
さ
れ
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
人
間
生
活
に
正
し
い
進
路

を
示
し
、
世
界
の
平
和
に
確
乎
た
る
理
念
と
支
柱
を
与
え
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　
法
華
経
の

伝
播
し
た
地
域
は
広
汎
で
あ
り
、
交
渉
を
も
っ
た
社
会
と
歴
史
と
の
関
係
も
亦
、
複
雑
多
岐
⊆
日
三
た
た
め
、
培

か

わ
れ
た
精
神
文
化
の
特
質
は
種
々
異
っ
た
様
相
を
呈
し
た
。
従
っ
て
、
法
華
経
の
学
的
研
究
は
、
従
来
も
幾
多
の
学
者
に
よ

っ

て
な
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
未
だ
そ
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
し
な
い
現
状
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
法
華
経
及
び
そ
の
文
化

に

対
す
る
客
観
的
且
つ
総
合
的
研
究
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
た
、
）

　
こ
の
点
に
鑑
み
て
、
故
坂
本
幸
男
教
授
に
よ
っ
て
立
正
大
学
に
「
法
華
経
文
化
研
究
所
」
が
設
立
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
一

年
六

月
一
日
で
あ
っ
た
。
爾
来
九
年
、
資
料
を
汎
く
世
界
に
蒐
集
し
て
、
そ
の
整
理
を
行
な
い
、
普
ね
く
研
究
者
の
便
益
に
資

す
る
と
共
に
、
ま
た
有
機
的
な
研
究
機
構
を
確
立
し
て
研
究
の
助
長
を
計
っ
て
来
た
。
こ
れ
ま
で
当
研
究
所
の
所
員
を
中
心
と



し
た
研
究
者
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、

　
坂
本
幸
男
編
「
法
華
経
の
思
想
と
文
化
」
法
華
経
研
究
1
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
三
九
．
三
）

　
望
月
歓
厚
編
「
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
」
法
華
経
研
究
H
（
平
楽
寺
害
店
、
昭
和
四
三
．
三
）

　
金
倉
圓
照
編
一
，
法
華
経
の
成
立
と
展
開
」
法
華
経
石
究
皿
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
四
五
。
三
）

　
坂
本

幸
男
編
「
法
華
経
の
中
国
的
展
閉
」
法
牽
5
5
研
究
w
（
平
楽
守
書
店
、
昭
和
四
七
．
1
1
）

　
影
山
尭
雄
編
「
中
世
法
華
仏
教
の
展
開
」
法
華
経
研
究
v
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
四
九
．
一
二
D

　
野
村
耀
昌
編
「
法
華
経
信
仰
の
諸
形
態
」
法
華
経
研
究
M
（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
五
一
．
三
予
定
）

の

総
合
研
究
の
成
果
が
公
刊
さ
れ
て
来
た
。

　
ま
た
、
当
研
究
所
の
事
業
と
し
て
、
松
濤
誠
廉
教
技
を
主
任
と
す
る
一
、
法
華
経
梵
文
ネ
パ
ー
ル
木
研
究
会
」
と
、
野
村
耀
昌

教
授
を
主
任
と
す
る
コ
止
法
華
経
研
究
会
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
成
果
は
、
近
い
将
来
に
公
刊
の
予
定
で
あ
る
が
、

右

の
他
に

個
々
の
研
究
も
進
捗
し
、
そ
の
成
果
を
公
刊
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
よ
っ
て
、
当
研
究
所
で
こ
れ
ま
で
出
版
し
て
来

た
「
法
華
文
化
」
（
N
o
s
．
　
1
－
2
8
）
〔
主
と
し
て
蒐
集
し
た
資
料
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
〕
を
廃
し
て
、
新
た
に
「
法
華
文
化
研
究
」
（
年
報
）

を
創
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
に
、
当
研
究
所
に
支
援
を
惜
ま
れ
な
か
っ
た
有
志
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
妄
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
出
版
を
通
し
て
、

学

術
の
進
歩
発
展
に
寄
与
し
、
併
せ
て
法
華
経
の
精
神
を
内
外
に
顕
揚
し
、
も
っ
て
世
界
の
文
化
と
平
和
に
貢
献
せ
ん
と
念
願

す
る
も
の
で
あ
る
。
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